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 要  旨 
 現在、遺伝的な要因で難聴を患う人達が約 2000 人に 1 人と言われている．その中の多くの人
達に「GJB2遺伝子」の変異が確認されている．「GJB2遺伝子」とは，蝸牛内の隣り合った細胞
同士を連結し，イオン等を通過させるトンネル状の構造をしたタンパク質「コネキシン 26」を形
成する遺伝子であり，この遺伝子が変異することにより，蝸牛内のカリウムイオンのサイクルに
支障をきたし，難聴を引き起こすと考えられている．しかし，その遺伝性難聴の発生機序やメカ
ニズムについては十分解明されていないのが現状である． 
GJB2 遺伝子変異による難聴のメカニズムを解明するため，難聴を有するヒトと同じ遺伝子配
列を持った動物モデルが必要になる．これまで，優性阻害効果をもつ変異 GJB2遺伝子をマウス
の受精卵に導入し，その受精卵を誕生させることにより，ヒトの遺伝性難聴と同じ症状を持つ
transgenic mouseが開発された． 
遺伝子を受精卵に導入し，誕生させたマウスが transgenic mouse であるかどうかを簡易的に
確認するための手段として，DPOAE計測法が考えられている．そこで，本研究では DPOAEに
よる GJB2 遺伝子変異 transgenic mouse の同定が可能であるかどうかを確認するために，遺伝
子操作を施していない wild type mouse，及び transgenic mouseにおける DPOAEの加齢変化を
調べた．その結果，以下の知見を得た． 
 
（1）wild type miceの DPOAEの出力音圧は生後 9日目から生後 19日目及び 20日目まで発育
と共に上昇しつづけた． 
 
（2）transgenic miceは，生後 28日目まで発育しても DPOAEが殆どみられなかった． 
 
（3）wild type mouseと transgenic mouseの DPOAEの出力音圧の差が明確に生じるのは，生
後16日目以降であり，transgenic mouseの同定は少なくとも生後16日目以降が対象となる． 
 
ただし，生後 13日目から生後 15日目までの wild type mouseの計測個体数が少なく，ばらつき
が顕著にみられ，DPOAEの発育過程がはっきりしていない．その為，生後 16日目より早い時期
に transgenic mouseの同定ができる可能性がある． 
